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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成30年11月8日(2018.11.8)

【公表番号】特表2018-510955(P2018-510955A)
【公表日】平成30年4月19日(2018.4.19)
【年通号数】公開・登録公報2018-015
【出願番号】特願2017-558620(P2017-558620)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   5/18     (2006.01)
   Ｈ０１Ｇ   4/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ    5/18     ＣＦＣ　
   Ｃ０８Ｊ    5/18     ＣＦＤ　
   Ｈ０１Ｇ    4/24     ３２１Ｃ
   Ｈ０１Ｇ    4/24     ３３１Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成30年9月28日(2018.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリエーテルイミドおよびポリエステルを含む混和性ポリマーブレンドを含む、一軸延
伸高収率押出成形キャパシターフィルムであって、
　前記ポリエーテルイミドが、芳香族二無水物と、ｍ－フェニレンジアミン、ｐ－フェニ
レンジアミンまたはこれらの組合せを含むジアミンとの重合から誘導される単位を含み、
　前記ポリエーテルイミドが、置換または無置換芳香族一級モノアミンにより末端封鎖さ
れており、
　前記ポリエーテルイミドが、式Ｖ：
【化１】

 
（式中、Ｔは、－Ｏ－、または式－Ｏ－Ｚ－Ｏ－により表される基であり、該－Ｏ－また
は該－Ｏ－Ｚ－Ｏ－基の二価結合は、３，３’、３，４’、４，３’、または４，４’位
にあり、Ｚは、６～２７個の炭素原子を有する二価芳香族炭化水素基、このハロゲン化誘



(2) JP 2018-510955 A5 2018.11.8

導体、２～１０個の炭素原子を有する直鎖または分岐鎖アルキレン基、このハロゲン化誘
導体、３～２０個の炭素原子を有するシクロアルキレン基、このハロゲン化誘導体、また
は式－（Ｃ６Ｈ１０）ｚ－により表される基であり、ｚは、１～４の整数であり、Ｒは、
ｍ－フェニレンジアミン、ｐ－フェニレンジアミン、またはこれらの組合せを含むジアミ
ン残基である）によって表され、
　前記ポリエステルは、芳香族ジカルボン酸とジヒドロキシ化合物との重合から誘導され
る繰り返し構造単位を含み、
　前記ポリエステルは、式ＸＩＩ：
【化２】

 
（式中、Ｂは、ジヒドロキシ化合物、Ｃ２～１０アルキレン基、Ｃ６～２０脂環式基、Ｃ

６～２０芳香族基、またはアルキレン基が２～６個の炭素原子、またはあるいは２個、３
個もしくは４個の炭素原子を含有するポリオキシアルキレン基から誘導される二価の基で
あり、Ｔａは、芳香族ジカルボン酸、Ｃ２～１０アルキレン基、Ｃ６～２０脂環式基、Ｃ

６～２０アルキル芳香族基またはＣ６～２０芳香族基から誘導される二価の基である）に
より表される繰り返し構造単位を含み、
　前記ポリエステルが、前記混和性ポリマーブレンド中に、約０．１重量％～約４０重量
％の量で存在し、
　前記一軸延伸高収率押出成形キャパシターフィルムは、該キャパシターフィルムを製造
するために使用される押出機に入る前の混和性ポリマーブレンドの総重量に対して、該押
出機に入る該混和性ポリマーブレンドの約９０重量％以上を含む、一軸延伸高収率押出成
形キャパシターフィルム。
【請求項２】
　請求項１に記載のキャパシターフィルムであって、
　前記ポリエーテルイミドが、ポリスチレン標準品を使用するゲル浸透クロマトグラフィ
ー（ＧＰＣ）によって決定すると、約２０，０００Ｄａ～約４００，０００Ｄａの重量平
均分子量を有し、
　前記ポリエーテルイミドが、３４０℃におけるキャピラリーレオメトリーによって測定
すると、１００ｓｅｃ－１の粘度と５，０００ｓｅｃ－１の粘度との比が約１１未満であ
り、
　前記ポリエーテルイミドが、ＡＳＴＭ　Ｄ６３８に準拠して決定すると、約３８０，０
００ｐｓｉ（２，６１８ＭＰａ）以上の引張弾性率を有し、
　前記ポリエステルが、ＧＰＣによって測定すると、約２５，０００Ｄａ～約７５，００
０Ｄａの重量平均分子量を有しており、前記ポリエステルが、約０．１ｄｌ／ｇ～約０．
８３ｄｌ／ｇの固有粘度を有し、
　前記キャパシターフィルムが、
　　約１７０℃を超えるガラス転移温度を有し、
　　３．２ミリメートル（ｍｍ）の厚さの試料において、２６４ｐｓｉ（１．８ＭＰａ）
でＡＳＴＭ　Ｄ６４８に準拠して測定すると、約１５０℃以上の熱変形温度を有し、
　　１ｋＨｚ、２３℃および５０％相対湿度（ＲＨ）においてＡＳＴＭ　Ｄ１５０に準拠
して測定すると、約３～約５の比誘電率を有し、
　　１ｋＨｚ、２３℃および５０％ＲＨにおいて測定すると、約０％～約１の誘電正接を
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有し、
　　２３℃において、ＡＳＴＭ　Ｄ１４９に準拠して測定すると、約５００Ｖ／ミクロン
～約８００Ｖ／ミクロンの破壊強度を有し、
　　特定の測定エリア全体にわたる前記フィルムの平均厚さに対して、フィルム厚さの約
＋／－１０％未満のフィルム厚さのばらつきを有するしわのない領域を有し、
　　光学式形状測定法によって測定すると、平均フィルム厚さに対して、約＋／－３％未
満の平均表面粗さ（Ｒａ）を有する、キャパシターフィルム。
【請求項３】
　請求項１に記載のキャパシターフィルムであって、
　前記ポリエーテルイミドが、ポリスチレン標準品を使用するゲル浸透クロマトグラフィ
ー（ＧＰＣ）によって決定すると、約２０，０００Ｄａ～約４００，０００Ｄａの重量平
均分子量を有し、
　前記ポリエーテルイミドが、３４０℃におけるキャピラリーレオメトリーによって測定
すると、１００ｓｅｃ－１の粘度と５，０００ｓｅｃ－１の粘度との比が約１０未満であ
り、
　前記ポリエーテルイミドが、ＡＳＴＭ　Ｄ６３８に準拠して決定すると、約３８０，０
００ｐｓｉ（２，６１８ＭＰａ）以上の引張弾性率を有し、
　前記ポリエステルが、ＧＰＣによって測定すると、約２５，０００Ｄａ～約７５，００
０Ｄａの重量平均分子量を有し、
　前記ポリエステルは、約０．１ｄｌ／ｇ～約０．８３ｄｌ／ｇの固有粘度を有し、
　前記キャパシターフィルムが、
　　約１９０℃を超えるガラス転移温度を有し、
　　３．２ミリメートル（ｍｍ）の厚さの試料において、２６４ｐｓｉ（１．８ＭＰａ）
でＡＳＴＭ　Ｄ６４８に準拠して測定すると、約１７０℃以上の熱変形温度を有し、
　　１ｋＨｚ、２３℃および５０％ＲＨにおいてＡＳＴＭ　Ｄ１５０に準拠して測定する
と、約３～約５の比誘電率を有し、
　　１ｋＨｚ、２３℃および５０％ＲＨにおいて測定すると、約０．１％～約０．５％の
誘電正接を有し、
　２３℃において、ＡＳＴＭ　Ｄ１４９に準拠して測定すると、約６００Ｖ／ミクロン～
約８００Ｖ／ミクロンの破壊強度を有し、
　特定の測定エリア全体にわたる前記フィルムの平均厚さに対して、フィルム厚さの約＋
／－１０％未満のフィルム厚さのばらつきを有するしわのない領域を有し、
　光学式形状測定法によって測定すると、平均フィルム厚さに対して、約＋／－３％未満
の平均表面粗さ（Ｒａ）を有する、キャパシターフィルム。
【請求項４】
　約１７０℃以上の１つのガラス転移温度を有する、請求項１に記載のキャパシターフィ
ルム。
【請求項５】
　前記ポリエーテルイミドが、ポリエーテルイミドスルホンをさらに含み、
　ポリエーテルイミド：ポリエーテルイミドスルホンの重量比が、約９９：１～約３０：
７０である、請求項１に記載のキャパシターフィルム。
【請求項６】
　前記ポリエーテルイミドが、前記混和性ポリマーブレンド中に、約６０重量％～約９９
．９重量％の量で存在する、請求項１に記載のキャパシターフィルム。
【請求項７】
　前記ポリエーテルイミドおよび前記ポリエステルがそれぞれ、前記混和性ポリマーブレ
ンド中に前記キャパシターフィルムの１つのガラス転移温度をもたらすのに有効な量で存
在する、請求項１に記載のキャパシターフィルム。
【請求項８】
　ポリエーテルイミドおよびポリエステルを含む混和性ポリマーブレンドを含む、一軸延
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伸高収率押出成形キャパシターフィルムであって、
　前記ポリエーテルイミドが、芳香族二無水物と、ｍ－フェニレンジアミン、ｐ－フェニ
レンジアミンまたはこれらの組合せを含むジアミンとの重合から誘導される単位を含み、
　前記ポリエーテルイミドが、置換または無置換芳香族一級モノアミンにより末端封鎖さ
れており、
　前記ポリエーテルイミドが、式Ｖ：
【化３】

 
（式中、Ｔは、－Ｏ－、または式－Ｏ－Ｚ－Ｏ－により表される基であり、該－Ｏ－また
は該－Ｏ－Ｚ－Ｏ－基の二価結合は、３，３’、３，４’、４，３’、または４，４’位
にあり、Ｚは、６～２７個の炭素原子を有する二価芳香族炭化水素基、このハロゲン化誘
導体、２～１０個の炭素原子を有する直鎖または分岐鎖アルキレン基、このハロゲン化誘
導体、３～２０個の炭素原子を有するシクロアルキレン基、このハロゲン化誘導体、また
は式－（Ｃ６Ｈ１０）ｚ－により表される基であり、ｚは、１～４の整数であり、Ｒは、
ｍ－フェニレンジアミン、ｐ－フェニレンジアミンまたはこれらの組合せを含むジアミン
残基である）により表され、
　前記ポリエステルは、芳香族ジカルボン酸とジヒドロキシ化合物との重合から誘導され
る繰り返し構造単位を含み、
　前記ポリエステルは、式ＸＩＩ：

【化４】

（式中、Ｂは、ジヒドロキシ化合物、Ｃ２～１０アルキレン基、Ｃ６～２０脂環式基、Ｃ

６～２０芳香族基、またはアルキレン基が２～６個の炭素原子、またはあるいは２個、３
個もしくは４個の炭素原子を含有するポリオキシアルキレン基から誘導される二価の基で
あり、Ｔａは、芳香族ジカルボン酸、Ｃ２～１０アルキレン基、Ｃ６～２０脂環式基、Ｃ

６～２０アルキル芳香族基またはＣ６～２０芳香族基に誘導される二価の基である）によ
り表される繰り返し構造単位を含み、
　前記ポリエステルは、前記混和性ポリマーブレンド中に、約０．１重量％～約４０重量
％の量で存在し、
　前記一軸延伸高収率押出成形キャパシターフィルムは、溶媒不含であり、該キャパシタ
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ーフィルムを製造するために使用される押出機に入る前の混和性ポリマーブレンドの総重
量に対して、該押出機に入る該混和性ポリマーブレンドの約９０重量％以上を含み、約０
．１ミクロン～約２０ミクロンのフィルム厚さを有し、
　任意で、前記ポリエーテルイミドが、ポリエーテルイミドスルホンをさらに含む、一軸
延伸高収率押出成形キャパシターフィルム。
【請求項９】
　ポリエーテルイミドスルホンおよびポリエステルを含む混和性ポリマーブレンドを含む
、一軸延伸高収率押出成形キャパシターフィルムであって、
　前記ポリエーテルイミドスルホンが、芳香族二無水物と、ジアミノジフェニルスルホン
を含むジアミンとの重合から誘導される単位を含み、
　前記ポリエーテルイミドスルホンが、置換または無置換芳香族一級モノアミンにより末
端封鎖されており、
　前記ポリエーテルイミドが、式Ｖ：
【化５】

 
（式中、Ｔは、－Ｏ－、または式－Ｏ－Ｚ－Ｏ－により表される基であり、該－Ｏ－また
は該－Ｏ－Ｚ－Ｏ－基の二価結合は、３，３’、３，４’、４，３’、または４，４’位
にあり、Ｚは、６～２７個の炭素原子を有する二価芳香族炭化水素基、このハロゲン化誘
導体、２～１０個の炭素原子を有する直鎖または分岐鎖アルキレン基、このハロゲン化誘
導体、３～２０個の炭素原子を有するシクロアルキレン基、このハロゲン化誘導体、また
は式－（Ｃ６Ｈ１０）ｚ－により表される基であり、ｚは、１～４の整数であり、Ｒは、
ｍ－フェニレンジアミン、ｐ－フェニレンジアミンまたはこれらの組合せを含むジアミン
残基である）により表され、
　前記ポリエステルは、芳香族ジカルボン酸とジヒドロキシ化合物との重合から誘導され
る繰り返し構造単位を含み、
　前記ポリエステルは、式ＸＩＩ：

【化６】

 
（式中、Ｂは、ジヒドロキシ化合物、Ｃ２～１０アルキレン基、Ｃ６～２０脂環式基、Ｃ

６～２０芳香族基、またはアルキレン基が２～６個の炭素原子、またはあるいは２個、３



(6) JP 2018-510955 A5 2018.11.8

個もしくは４個の炭素原子を含有するポリオキシアルキレン基から誘導される二価の基で
あり、Ｔａは、芳香族ジカルボン酸、Ｃ２～１０アルキレン基、Ｃ６～２０脂環式基、Ｃ

６～２０アルキル芳香族基またはＣ６～２０芳香族基から誘導される二価の基である）に
より表される繰り返し構造単位を含み、
　前記ポリエステルは、前記混和性ポリマーブレンド中に、約０．１重量％～約４０重量
％の量で存在し、
　前記一軸延伸高収率押出成形キャパシターフィルムは、溶媒不含であり、該キャパシタ
ーフィルムを製造するために使用される押出機に入る前の混和性ポリマーブレンドの総重
量に対して、該押出機に入る該混和性ポリマーブレンドの約９０重量％以上を含む、一軸
延伸高収率押出成形キャパシターフィルム。
【請求項１０】
　請求項９に記載のキャパシターフィルムであって、
　前記ポリエーテルイミドスルホンが、ポリスチレン標準品を使用するゲル浸透クロマト
グラフィー（ＧＰＣ）によって決定すると、約２０，０００Ｄａ～約４００，０００Ｄａ
の重量平均分子量を有し、
　前記ポリエーテルイミドスルホンが、３４０℃におけるキャピラリーレオメトリーによ
って測定すると、１００ｓｅｃ－１の粘度と５，０００ｓｅｃ－１の粘度との比が約１１
未満であり、
　前記ポリエーテルイミドスルホンが、ＡＳＴＭ　Ｄ６３８に準拠して決定すると、約３
８０，０００ｐｓｉ（２，６１８ＭＰａ）以上の引張弾性率を有し、
　前記ポリエステルが、ＧＰＣによって測定すると、約２５，０００Ｄａ～約７５，００
０Ｄａの重量平均分子量を有し、
　前記ポリエステルが、約０．１ｄｌ／ｇ～約０．８３ｄｌ／ｇの固有粘度を有し、
　前記キャパシターフィルムが、
　　約１７０℃を超えるガラス転移温度を有し、
　　３．２ミリメートル（ｍｍ）の厚さの試料において、２６４ｐｓｉ（１．８ＭＰａ）
でＡＳＴＭ　Ｄ６４８に準拠して測定すると、約１５０℃以上の熱変形温度を有し、
　　１ｋＨｚ、２３℃および５０％相対湿度（ＲＨ）においてＡＳＴＭ　Ｄ１５０に準拠
して測定すると、約３～約５の比誘電率を有し、
　　１ｋＨｚ、２３℃および５０％ＲＨにおいて測定すると、約０％～約１の誘電正接を
有し、
　　２３℃において、ＡＳＴＭ　Ｄ１４９に準拠して測定すると、約５００Ｖ／ミクロン
～約８００Ｖ／ミクロンの破壊強度を有し、
　　特定の測定エリア全体にわたる前記フィルムの平均厚さに対して、フィルム厚さの約
＋／－１０％未満のフィルム厚さのばらつきを有するしわのない領域を有し、
　　光学式形状測定法によって測定すると、平均フィルム厚さに対して、約＋／－３％未
満の平均表面粗さ（Ｒａ）を有する、キャパシターフィルム。
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